
イトーヨーカドーとセブン＆アイグループ
の製品安全のとりくみ
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1950年頃の千住店

～安全な製品をお客様までお届けするために～

1948年頃の千住店



まず、イトーヨーカドーの自己紹介を
させてください
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●１９２０年 現在の前身の「うめがや」を浅草に開業。1928年「羊華堂」に改名
後に千住に移転し1号店となる（2019年食品館千住店としてオープン）

●１９５８年 株式会社ヨーカ堂を設立。
●１９７０年 商品開発室（現ＱＣ部）開設。小売業としていち早く品質管理業務の

取組みを開始いたしました。
●１９８９年 通商産業大臣製品安全功労者表彰を受賞
●2011、2013、2015年にＰＳアワードで経済産業大臣賞を受賞
●２０２０年 創業100周年を迎えます
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1932年浅草時代 羊華堂



当社社長に磯崎政務次官より授与

2011年（第5回）～2015年（第9回）の「製品安全対策優良企業表彰」
大企業小売販売事業者部門において、３度の経済産業大臣賞を受賞し
『ゴールド企業』に認定頂き、ロゴマークを拝受いたしました
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主な受賞のポイント【２０１３年時】
■グループ企業の品質基準構築をリード
多種多様の業種をメンバーとするグループ各社の品質や製品
安全の方針を統一するため、自社が中心となってグループ共
通の品質方針の策定、各社の品質基準の整備に注力し、安全
な製品の流通に貢献している。また、社内教育用に製品安全
の関係法令や事故事例なども含めた「商品知識ハンドブッ
ク」を編集し、その活用を推進する活動を実施している。

■生産工場・取引先に対する適正な評価
生産工場毎の製品安全の取組みのばらつきを是正し、取り組
みレベルを向上させるため、客観的な視点を加味した工場の
ランク付けによって検品基準を設定。また、取引先に対して
減点方式の評価を実施し、改善対策を求めるなど、工場・取
引先の製品安全の取組レベルの底上げを図っている。

■リスクアセスメントに基づくリコール実施の判断
プライベートブランドの衣料で発生した問題の判断の際に、
R-Mapによるリスクアセスメントを行い、その結果に基づき
リコールを実施。適切かつ迅速な対応により消費者の被害拡
大防止に繋げている。
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当社において、製品安全対策優良企業表彰受賞

が「製品安全」への取組みを更に深耕させる

大きなきっかけになりました。

その大綱は、品質基本方針として「安全」を

独自品質基準書に明記し自社、グループ内は元

より、各お取引先に対しても具体的に製品安全

対策を実践する体制の構築を主眼に奨めており

ます
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受賞により変化したこと 取り組んだこと



イトーヨーカドー独自の品質基準策定・運用
～安全な製品を仕入れ・販売するための取り組み～

5【 Confidential 】 2020.2.6 PSアワード受賞企業講演会

プライベート・ブランド（ＰＢ)製品の安全性の確保
◆生産現場（工場）を確認



製品安全の一丁目一番地・・・生産現場を知る事
●５Ｓ（整理･整頓･清掃・清潔・躾） の励行工場の推奨

黄色帽子は品質管理担当者、赤色帽子は工程管理責任者

教育施設
新入社員は教育を受け、試験に
合格後現場に出る

清掃の励行外来者も靴カバー装着

座椅子のパイプ溶接工程

座椅子のロットサンプル
保管庫
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自転車の組立てライン（中国工場）
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危害物・異物混入事故防止に向けた基本的管理の徹底

備品定置定数管理 個人備品管理棚 備品全てにナンバー

備品持ち出し時の保管棚 危害物管理帳票 使用針登録票 折れ針管理票

個人ロッカー設置 二重検針 検針記録帳票 検品台の十分な照度
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危害物・異物混入事故防止に向けた基本的管理の徹底

今では国内は元より、海外の繊維製品生産工場で一般的に

使用されている、一連の『針管理帳票』類は1980年代に

イトーヨーカドーが検査機関と策定したフォーマットが

基本となっております。
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当社の工場チェックの取組みは平成２５年経産省様発刊
「製品安全に関する流通事業者向けガイド」に紹介されています

当社の品質管理、製品安全対策が事例として掲載
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イトーヨーカドーと監査機関による工場 二社監査の実施
～現在はセブン＆アイ各社に拡大～

■工場のマニュアル確認 ■検品作業の精度確認 ■品質・安全管理体制の確認

■検針精度の確認 ■監査終了後改善事項確認会
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お客様お申し出、事故事例の対応
①．取扱説明書、製品本体の注意表示の改善

②．販売方法の変更による安全確保

③．重大事故発生時の対応・・・・隠蔽しない

④．事故の拡大被害を防ぐ・・・リコールへの協力

お客様に製品を安全に使用してもらうための取り組み
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図１

　

非常識
な使用

合理的に予見
可能な誤使用

正常使用
（意図される使用）

誰もが非常識と考える
使用方法

事業者が対応を検討
すべき領域

事業者がの意図
した使い方

事業者
製品で安全を確保

する義務

製品の販売に関する取組
●正常使用と誤使用の考え方を踏まえた対応
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ＯＫＡ Ｔｒｉａｎｇｌｅ
㈱東芝様に在籍された岡修一郎氏が提唱した

安全性確保の概念図

事業者が意図
した使い方
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◆一般的なステンレス鍋には、従来より突沸現象について取扱説明書に
表記がされている・・・・しかし一向に突沸による吹き出し事故が減らない
何故？・・・・ お客様が取扱説明書を読まない・・・

取説に書いてある！！！・・・お客様は読まない
●製造者とお客様の意識の乖離
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製品評価技術基盤機構（nite)の発表抜粋
◆電子レンジやガスコンロなどで飲み物や、食べ物を加熱する際に、突然沸騰
する現象＝『突沸』が起きたとの報告が発表された。
◆鍋が横転しやけどを負う事案につながっている事故もあり、注意を呼びかけ。



鍋の突沸現象を防止し、安全ご使用のため本体表示を実施

独立行政法人製品評価技術基盤機構御中 平成19年3月7日

 
㈱イトーヨーカ堂
QC室衣料･住居総括ﾏﾈｼﾞｬｰ
　森　　三雄

この度、お客様より頂きましたステンレス鍋の突沸現象の件では、貴所より多大なご指導を賜り
誠にありがとうございます。大変遅くなりましたが先般、貴所よりご提案頂いた項目ついて、弊社
の対応を以下内容にてご報告させて頂きます。何卒ご精査頂きご指導賜りますようお願い申し
上げます。

ご提案頂いた項目についての弊社の対応ご報告

1.販売する鍋に、突沸についての注意を本体に表示する事

　弊社（イトーヨーカ堂）ブランドの商品については今後、生産時に商品本体へ突沸現象に
　ついての注意表示貼付を進め、暫時、表示した商品へ切り替え、変更を実施いたします。
　貼付する注意表示のシールは以下の様になります。

2.同じグループ（7&iHLDGS)の各販売店の商品表示の見直しの検討

　２月２０日までにグループ各社の品質管理、顧客サービスの部署に対しこの度のご提案内容
　を伝達致しました。但し、それぞれが別法人の為、各社の方法で進めております。

3.所属するチェーンストア協会やメーカー団体に基準改正を求める提案をしてほしい　

　２月２１日、主要取引先、メーカーの品質管理担当者を集め、この度のご提案内容、及び
　弊社ブランド商品の対応(本体表示)を説明し、各メーカーが生産しイトーヨーカ堂以外で
　も販売されている商品(ﾅｼｮﾅﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞ)についても、本体の注意表示貼付を依頼致しました。
　但し、各メーカーとも社内、業界団体と協議検討の上で今後の対応について判断するとの
　回答がありました。又、チェーンストアー協会にもご報告致しましたが、行政からの指導
　に従うとのことでした。

弊社では突沸事故を防止する為、鍋本体への表示以外に、２月１６日より弊社全店の鍋売場に
突沸にご注意頂く旨のお客様向けのＰＯＰ(売場表示）掲示を実施いたしました。（下記参照）

尚、お客様より貴所にお申し出のあった突沸事象についての経緯、及び貴所よりご指導を頂いた
内容について、２月１９日に経済産業省商務情報政策局商務流通グループ流通政策課様、
消費経済部製品安全課様にご報告させて頂いております。

　　以上

 　蓋貼付用　      　３０×４０ｍｍ
　　取っ手貼付用　　　　２０×３０ｍｍ
　※蓋が無い鍋のみ取っ手に貼付

●従来より実施されている取扱説明書の表記に追加し、独自基準
としてＰＢ商品鍋本体に注意表記のシールの取り付けを実施。
⇒現在はＮＢ商品の表記により、他社販売商品にも拡大。

●一定期間、鍋売場にもＰＯＰによる注意表示の実施。
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製品の販売に関する取組（販売上の安全確認徹底）
●「包丁」はセルフで販売しない・・・鍵の掛かったケースに陳列保管
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使用者不注意によると考えられる事故でも、
不慮の事故としないできちっと原因追及、報告
消費生活用製品安全法に定められた重大事故（全治３０日
以上）として消費者庁へ報告
※イトーヨーカドーでは商品因果によるとの申し出のあった
重大事故（骨折など）については、すべて消費者庁へ重大
事故報告を実施。

安全上の問題が判明した際の取組
●自社開発商品、ＰＢ（プライベートブランド）の対応
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●家電メーカーがリコールを実施するに当たり、当社が販売履歴
（お客様個人情報）の開示要請を受けて対応

◆当社では経済産業省製品安全課製品事故対策室様にご報告の上、当社の
顧客情報データより、対象商品のご購入を特定出来るお客様の名簿をメーカー
に開示

◆開示に当たり、メーカーと個人情報の守秘義務覚書（リコール活動以外に個人
情報を使用しない旨）を交わした上、 メーカーが当社と連名によるダイレク
トメール（ＤＭ）を作成し、お客様へリコール内容を通知を実施

安全上の問題が判明した際の取組
～メーカーの製品安全上のリコールに積極的に協力～

当社（小売事業者） 輸入・製造事業者連携（顧客情報開示）

お客様（消費者）

ＤＭ・リコール対応
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安全上の問題が判明した際の取組
～メーカーの製品安全上のリコールに積極的に協力 （当社とメーカーの連名でダイレクトメール発送）～
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安全に関わる情報の提供･発信
●品質月間における啓発ポスター（経産省様作成）を掲示
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製品安全の知見を十分持たない我々が最も基本と考えたのが

●「製品安全に関する流通事業向けガイド」

●「製品安全に関する流通事業向けガイドの解説」

を活用し、実践する事でした。
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ゴールド企業認定後の取組み
～製品安全に関する流通事業向けガイドを指標にした取り組み～
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◆セブン＆アイ・ホールディングスは会社発足から様々な領域の
事業会社が営業参加をいたしました。 しかしながら、
それぞれの事業会社が今まで企業文化や分野の違う立ち位置
で企業活動をしていた事から、品質管理手法、製品安全の考え
方について統一されておらず、リスク管理の観点からも様々な
課題が見えてきました。

ゴールド企業認定後の取組み
製品安全に向けた基盤整備 ～グループＱＣプロジェクトの発足～

セブン＆アイ・ホールディングスグループＱＣプロジェクトを発足
◆組織として権限・責任を明確にし、各事業会社の品質管理部門
の代表者が定期的に集まり、グループとして共通で進める目標
を討議し、運用実現に向けた活動を推進。
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かねてよりグループのお客様対応情報共有会議体として
『セブン＆アイ・ホールディングス消費者・公正取引部会』
ＱＣ部会があり、様々な品質情報を共有してきました。

ゴールド企業認定以降の取組み
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製品安全に向けた基盤整備
～グループＱＣプロジェクトの活動方針～

製品安全に関する流通事業向けガイドに沿った優先取組み項目

９．製品安全に関する経営資源の運用管理
９-１人的資源の運用管理

流通事業者は、人材の育成等を実施して人材価値の向上を図
るとともに、社外人材を有効に活用して自社の製品安全の向
上に努めます。

７．製品事故・製品不具合発生時の取組
７-１製品事故・製品不具合への対応

流通事業者は、法的責務及び社会的責任を踏まえた上で製
品事故・不具合を認識した際は、被害の拡大防止に必要な対
応を迅速かつ適切に実施します。
７-２製品リコールへの対応

流通事業者は、製品リコールに積極的に協力するなど、消費
者の被害の拡大を防止するよう努める必要があります。

※製品安全に関する流通事業向けガイドの解説 9ﾍﾟｰｼﾞ、59ページ・74ﾍﾟｰｼﾞより抜粋

１．製品安全に関する経営者の責務

経営者は、安全・安心な社会を実現するという企業の社会的責
任を踏まえ、経営者の責務を認識した上で、製品の安全確保
に努める必要があります。
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【品質管理体制の整備】
１．グループ各社の品質管理基盤整備
◆人員
◆業務領域

２．事故発生時のレポートライン（報告ルート）の整備
◆各事業会社経営トップまでの伝達
◆ホールディングス経営トップへの伝達

３．事故発生時のお客様対応、販売継続有無判断、リコール実施判断、
告知対応のガイドライン（指針）策定

24

「製品安全に関する流通事業向けガイド」の指導項目の中で、特に
一事業会社、一部門では対応が難しい項目について、ＱＣプロジェクト
全体で取組み、経営幹部に提案を実施して行く

９-１人的資源の運用管理

１．製品安全に関する経営者の責務

７-２製品リコールへの対応

製品安全に向けた基盤整備
～グループＱＣプロジェクトの活動方針～
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１．製品安全に関する経営者の責務

25

製品安全に向けた基盤整備
～②事故発生時のレポートライン（報告の流れ）整備～

重大事故発生時の報告ルートを明確化

重大事故発生時に自社内報告ラインは元より、ホールディングス
の情報管理室を経由し、ホールディングス社長まで、最短かつ、
正確に報告が上がる仕組みを再構築。リスクを最小限に抑える
為の経営判断を迅速に実施。

・・・・従来も各事業者内報告ラインは整備されていたが、重大
事故においてホールディングス事業会社各社での被害発生
拡大防止を目的に、迅速な情報共有を図り経営トップに伝わ
る仕組みを再構築実施しました。
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製品安全に向けた基盤整備
～重大事故発生時の商品の販売継続可否、リコール判断ガイドライン策定～

グループ各社が同じ視点で対応が出来るガイドライン（指針）を策定

当社はセブンプレミアムに代表される、グループ各社共通のプライ
ベートブランド（ＰＢ）商品の他、各事業会社毎にのＰＢ商品を開発、
販売を実施しております。

その様な商品で万一事故が発生した場合の対応が、事業会社や、
判断者により判断が違ったり、お客様への応対にバラツキが有って
はならない事です。

その為にＰＢ商品で事故が発生した場合、事故の重要度に応じた
対応ルールを策定しました。

７-２製品リコールへの対応
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1）製品安全に係る人材育成研修受講
２０１５年２月から３月の３日間開催の
経済産業省様主催の「製品安全に係る
人材育成研修」に当社より３名、グループ

計で９名が受講し、修了証を頂く。

２）2014製品総合管理持論～
製品安全対策の基礎知識を受講

ｎｉｔｅ様、早稲田大学様、知の市場様共催
の講座を３名が受講し修了証を頂く。
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人材育成、知識・技術継承
●外部機関（行政・公的機関）開催の製品安全研修受講
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製品安全文化構築への取組
小売事業者だからこそ出来る製品安全文化の構築

ご来店頂いているお客様（消費者）に製品安全をはじめ、日常生活に
おけるリスクに対し、様々な啓発活動を定期的に実施
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製品安全のお客様（消費者）啓発活動
●小売事業者だからこそ出来る製品安全文化の構築
～電気製品の安全マーク（Ｓマーク）の啓発活動キャンペーン

電気製品認証協議会様に協力し、当社店頭における一般のお客様（消費者）に向けた
電気製品の安全マーク(Ｓマーク)の啓発活動キャンペーン開催
【毎年９月に都内大型店（木場店、大森店、大井町店等）で開催】
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30

経済産業省「製品安全」パネル展示
お家の中に潜む危険をパネルやDVD映像により紹介。更に啓発パンフレットを
経済産業省職員３名が配布・説明実施。
合わせて『製品安全対策優良企業表彰』制度についてもＰＲし、イトーヨーカドー
の取り組みを紹介

経済産業省
製品安全課係長（当時）を
はじめ、経産省の皆様によ
る資料配布、説明を実施

製品安全のお客様（消費者）啓発活動
●小売事業者だからこそ出来る製品安全文化の構築
～埼玉版ウーマノミックスプロジェクト『Women フェスタ in 川口』～
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31

経産省製品安全課
＝家庭内の安全確認啓発コーナー

ボランティアの運営参加バンダイ様 電池の安全性啓発・・実験コーナー

製品安全のお客様（消費者）啓発活動
●小売事業者だからこそ出来る製品安全文化の構築（埼玉県、経産省タイアップ企画）

～埼玉県防災・製品安全フェスタを毎年開催（ARIO川口店、ARIO深谷店等)～
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小学校高学年向け製品安全教育検討委員会への参画

葛飾区立新宿小学校5年生・６年生生徒約７０名が当社店頭にて体験学習

葛飾区立新宿小学校にて製品安全体験学習授業講師（出前授業）
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●グループ各社仕入れ担当向けに、外部機関の講師による共通の品質研修を 実施
◆繊維製品、家電製品、キッチン用品等各商品群について専門家よる研修受講

ボーケン品質評価機構様

グループ各社仕入れ担当者向外部機関による研修

製品安全協会様
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社内人材育成、知識・技術継承
●外部機関（行政・公的機関）開催の製品安全研修受講
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経済産業省主催
『製品安全研修』・『タイ製品安全向上支援研修』の講師

２０１９．１０．２
全国経産省・経済局職員対象
製品安全研修

２０１９．１１．２６
タイ行政官対象
タイ製品安全向上支援研修
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経産省主催
『製品安全研修』・『タイ製品安全向上支援研修』への参画

参加者のプロフィール
タイ検査認証機関【６名】 タイ王国国家警察庁法科学捜査局【３名】 タイ消費者局【１名】

35【 Confidential 】 2020.2.6 PSアワード受賞企業講演会

【背景と目的】
◆日本からタイに進出する企業の増加により、両国間の貿易量が高まっている
◆タイには日本のniteの様な、製品事故の究明、製造者への情報提供の役割を担う
機関が無い。
◆タイの製品安全に関わる業務に従事している方々（行政官、警察官、検査機関等）
に日本の事故収集制度、製品安全取り組み企業やNITEの研修、施設見学を通じ、
タイ国内の人材育成を図ることを目的とする

【主なカリキュラム】
2019.11.26
午前 講義 お客様の安全を守るための販売者の役割 ㈱イトーヨーカドー
午後 現場確認 ㈱ニトリホールディング様 試験センター見学

2019.11.27
午前 現場確認 ㈱バンダイ様

2019.11.28
一日 NITE本部（大阪） 講義、試験設備見学



タイ製品安全向上支援研修
●タイ語、英語の資料作成
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ＳＤＧｓに基づく
「持続可能な調達」に向けた

品質管理体制の共有
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最近、良く聞く言葉だけど････

『SDGs（エスディージーズ）』
『 ESG （イーエスジー）』
て何？

それらと品質管理ってどんな関係があるの？

これからの社会における品質課題・製品安全対策
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これからの社会における品質課題・製品安全対策

お客様からは直接見えない、
商品の生産過程を含めた品質管理が求められる

サプライチェーン
（原材料調達～製品がお客様に届く迄のプロセス）

で適切な社会的責任を果たした上での
企業活動・品質管理が問われる時代
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日本の品質管理に関する不祥事（2017年～）

品質管理部門の独立性と体制強化は重要

製造担当者に加え品質保証
担当者も製品検査改ざんに

関与

無資格の従業員が
製品検査を実施

検査データ改竄 無資格者の製品検査

直接一般のお客様（消費者）に被害が
生じた訳では無い
⇒会社の姿勢を問われる

製造現場及び管理部門が一体
となって対策を推進する必要がある

これからの社会における品質課題・製品安全対策
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■行動指針 7&iグループ重点課題･SDGsとIYの取組み

重点課題１
高齢化、人口減少時代の
社会インフラの提供

重点課題２
商品や店舗を通じた
安全・安心の提供

重点課題３
商品、原材料、エネルギー
のムダのない利用

重点課題４
社内外の女性、若者、
高齢者の活躍支援

重点課題５
お客様、お取引先を巻き込んだ
エシカルな社会づくりと資源の
持続可能性向上

 品質管理体制、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの構築
 健康商品の開発、健康イベント
 認知症サポーター養成

 CO2排出削減、省ｴﾈ・再ｴﾈ
 ３R推進 （ﾘﾃﾞｭｰｽﾘﾕｰｽﾘｻｲｸﾙ）
 環境配慮型容器 等

 従業員の能力開発
 女性の活躍推進
 ヘルプライン設置

 お取引先ＣＳＲ監査
 持続可能な原材料調達
 オーガニック商品の調達
 全レジ募金

グループ重点課題・SDGs ＝ 各部会で取り組みの推進を図る
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■ESG投資市場規模（2014年/2016年比）

■ＥＳＧ投資
ESGに積極的に取り組んでいる

企業への投資

E（環境）
・地球温暖化対策
・生物多様性の確保
・責任ある原材料調達等

S(社会）
・製品の安全
・品質確保
・サプライチェーンの
労働の適正化等

Ｇ（ガバナンス）
・企業倫理
・法令遵守
・贈収賄防止等

金融の力で
社会課題解決の支援を

世界の投資家は・・・・

42【 Confidential 】 2020.2.6 PSアワード受賞企業講演会



【一事例として】・・・
グローバル調達が避けられない現代で『サイレントチェンジ』
が大きな課題になっています。

工程管理 サイレントチェンジを巡る問題
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サイレントチェンジとは・・？
製造メーカーが発注元の企業に告知することなく、「知らぬ間に」部品、
原材料、工程等の仕様を勝手に変更してしまうこと



工程管理 サイレントチェンジを巡る問題
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サイレントチェンジについては経済産業省も、ホームページで注意を
呼びかけています



●原因究明、製品回収、被害補償の対応

●経済的損失とブランドの棄損

健康被害 強度低下 変質

劣化 性能不良 安全性低下

資料出典：一般財団法人化学研究評価機構（JCll）

工程管理 サイレントチェンジの影響
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工程管理 サイレントチェンジの事例

製造メーカーがコストを下げるために
仕様とは異なるリサイクル材料を使用

●樹脂製飲料容器の蛍光X線分析により
「鉛」の混入が判明

●事前検査では基準に適合
⇒製造メーカーに依頼した原材料
には「重金属」は含まれない

資料出典：一般財団法人化学研究評価機構（JCll）
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工程管理 サイレントチェンジが起きる背景

◆納入先からのコスト削減要請
⇒「バレなければよい」「契約条件や仕様書で明記されていないので問題ない」

◆各種の規制変更に基づく素材変更
⇒素材の変更に伴う新たなリスクの見落とし
・・・・納入先任せで、自社での品質管理を怠たった

資料引用: ２０１８年７月 オープンセミナー 『製品安全と企業の対策』～市場で今何が起きてるか～
第一部「製品安全を取り巻く近年の動向と経営への影響」MS&ADインターリスク総研㈱

（上記セミナーレジュメを基に、イトーヨーカ堂にて編集）
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最近のサイレントチェンジの特徴
◆海外（特に中国）での五次、六次のサプライヤーがサイレントチェンジを行う
ケースが多い ⇒品質管理の実態やトレーサビリティーの把握が困難

◆事故を契機に問題が発覚する⇒事前の発見が難しい中、時間の経過と共にある日突然
問題が発覚する

◆一つの仕様変更が他社の仕様にも波及する
⇒調達先が同じ場合、被害が同時多発的な広がりを見せる



品質管理 サイレントチェンジの防止

1.発注、契約時の仕様を厳密に規定

2.継続的な工程管理、品質管理の徹底

3.外部の監査機関による製造時の工程確認の実施

4.検査機関による定期的、継続的な製品検査を実施
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７プレミアム・ＰＢ製造海外メーカーへ説明

セブン＆アイHD.では７プレミアム・ＰＢ製造海外メーカーに対し、
定期的に現地説明会を開催。工場のコンプライアンス遵守を依頼

日時 ：１８年４月８日~４月15日
開催地：バンコク（タイ）・深圳、上海、青島（中国）
参加社：延べ179社306名（衣料・住居・食品お取引先・工場）
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定期的に開催実施の取引先品質改善提案会
タイ（バンコク）、中国（深圳・上海・青島）にて （2018年４月）

優良工場表彰
CSR監査・工程監査優良工場は表彰状と
クリスタルトロフィーを授与



イトーヨーカドーはこれからも、
お取引先の皆様のご協力を頂き、
日々ご来店、ご購入頂くお客様に

安全・安心な商品の
ご提供を推進してまいります。

本日はご覧頂き
ありがとうございました。
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